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「
朝
比
奈
宮

の
縁
起
」
の
成
立

徳

竹

由

明

コ
、

は

じ

め

に

 
鎌
倉
幕
府
初
期
の
有
力
御
家
人
で
あ
る
和
田
小
太
郎
義
盛
の
三
男
、
朝

比
奈
三
郎
義
秀
は
、

一
説
に
は
母
を
巴
御
前
と
さ
れ
、
強
力
無
双
の
武
将

と
し
て
名
高
く
、
門
破
り
、
地
獄
破
り
、
曾
我
五
郎
と
の
草
摺
引
き
等
々
、

伝
承
の
世
界
で
も
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。
さ
て
こ
の
朝
比
奈
義
秀
は
、

『吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
五
月
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
父
の
和
田
義
盛
を
始
め

和
田
氏

一
族
が
滅
亡
し
た
い
わ
ゆ
る
和
田
合
戦
の
際
に
大
い
に
奮
戦
し
た

後
、
父
と
は
運
命
を
共
に
せ
ず
、

 
 
…
…
朝
夷
名
三
郎
義
秀
、
三
十
八
、
併
数
率
等
出
海
濱
、
樟
船
赴
安

 
 
房
国
。
其
勢
五
百
騎
、
船
六
艘
云
々
…
…

と
戦
場
を
離
脱
し
海
路
逃
亡
し
た
。
な
お

『吾
妻
鏡
』
は
安
房

へ
逃
亡
後

の
義
秀
の
消
息
を
語

っ
て
お
ら
ず
、
史
実
と
し
て
の
朝
比
奈
義
秀
の
そ
の

後
の
足
跡
は
辿
る
べ
く
も
な
い
が
、
伝
承
の
世
界
で
は
、
朝
比
奈
義
秀
は

安
住
の
地
を
求
め
て
旭
曽
、
熊
野
、
讃
岐
等
々
様
々
な
場
所
へ
と
至

っ
た

事
に
な

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
伝
承
の
一
つ
と
し
て
朝
比
奈
義
秀
が
高
麗

に
渡
航
し
た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
を
書
き
記
し
た
文
献
の
中
、

私
が
確
認
し
う
る
限
り
最
古
の
物
と
思
わ
れ
る

『本
朝
神
社
考
』
の
当
該

箇
所
を
、
以
下
に
引
用
す
る
。

 
 
 
 
 
朝
夷
名

 
 
和
田
義
盛
、
故
木
曽
義
仲
の
妾
巴
と
い
ふ
女
を
嬰
り
て
義
秀
を
生
む
。

 
 
建
保
元
年
、
和
田
氏
蘇
に
伏
す
。
義
秀
亡
れ
て
房
州
に
走
る
。
時
に

 
 
年
二
十
八
。
或
は
い
ふ
、
義
秀
房
州
よ
り
高
麗
国
の
赴
く
と
。
対
馬

 
 
の
人
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、
高
麗
釜
山
海
に
朝
夷
名
の
祠
有
り
。
浦
人

 
 
時
々
之
を
祭
る
と
。

さ
て
、
朝
比
奈
義
秀
の
高
麗
渡
航
伝
承
に
関
し
て
は
詳
細
は
別
稿
に
て
論

じ
た
い
が
、
こ
の
伝
承
は
本
来
は
和
田
氏
の
滅
亡
に
付
随
す
る
伝
承
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
鎌
倉
幕
府
初
期
の
有
力
御
家
人
で
あ
る
畠

山
庄
司
次
郎
重
忠
、
六
郎
重
保
父
子
の
滅
亡
を
物
語
る
御
伽
草
子
の

『は

た
け
山
』
の
中
に
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
徳
田
和
夫
氏
に
よ
っ
て

「朝
比

奈
宮
の
縁
起
」
と
命
名
さ
れ
た
箇
所
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
、
当
論
考
で

は
、
瑚
末
な
問
題
で
は
あ
る
が

「朝
比
奈
宮
の
縁
起
」
が
ど
の
よ
う
に
し

て
成
立
し
た
か
、
つ
ま
り
本
来
和
田
氏
滅
亡
に
付
随
す
る
伝
承
で
あ
る
朝

比
奈
義
秀
の
高
麗
渡
航
伝
承
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
畠
山
氏
の
滅
亡
を
物

語
る
御
伽
草
子

『は
た
け
山
』
の
中
に
組
み
込
ま
れ
得
た
の
か
を
論
じ
て

み
た
い
。
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二
、
「
朝
比
奈
宮

の
縁
起
」

に

つ
い
て

 
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
、
六
郎
重
保
父
子
の
滅
亡
を
物
語
る
御
伽
草
子

『は
た
け
山
』
は
、
室
町
時
代
末
期
の
成
立
と
さ
れ
、
現
在
、
内
閣
文
庫

及
び
神
宮
文
庫
に
江
戸
時
代
中
期
頃
書
写
と
思
わ
れ
る
伝
本
が

一
本
ず

つ

伝
わ
っ
て
い
る
。
両
伝
本
に
本
文
の
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
お
お

よ
そ
の
内
容
は
、
前
半
で
誤

っ
て
将
軍
源
頼
朝
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
罪
を
問
わ
れ
た
畠
山
重
保
が
由
比
ヶ
浜
で
幕
府
軍
に
追
討
を
受
け
、

人
礫
を
打

つ
等
の
奮
戦
の
後
竜
宮

へ
逃
避
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
後
半
で

追
討
軍
を
秩
父
に
迎
え
討
っ
た
畠
山
重
忠
の
奮
戦
と
自
害
と
が
語
ら
れ
る

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「朝
比
奈
宮
の
縁
起
」
は
、
そ
の
前
半
部
分
で

畠
山
重
保
の
追
討
が
二
代
将
軍
頼
家
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
討
手
の
一
人
と

し
て
朝
比
奈
義
秀
が
選
ば
れ
た
と
す
る
場
面
に
続
い
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
は
、
前
半
で
母
の
巴
に
よ
っ
て
朝
比
奈
義
秀
が
実

は
畠
山
重
忠
の
子
で
あ
っ
て
自
身
が
追
討
す
べ
き
対
象
で
あ
る
畠
山
重
保

が
実
の
兄
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
、
後
半
で
兄
を
討
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
運
命
を
は
か
な
ん
で
朝
比
奈
義
秀
が
三
浦
を
出
奔
し
、
や
が
て
高
麗

に
渡

っ
て
門
破
り
等
で
そ
の
強
力
を
顕
わ
し
て
右
大
臣
に
ま
で
出
世
し
、

朝
比
奈
宮
と
し
て
今
の
世
ま
で
日
本
に
向
か
っ
て
祭
ら
れ
て
い
る
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
さ
て
朝
比
奈
義
秀
の
高
麗
渡
航
伝
承
が
ど
の
よ
う
に
し
て

畠
山
氏
滅
亡
の
物
語
に
取
り
込
ま
れ
得
た
の
か
と
言
う
こ
と
は
、
「朝
比

奈
宮
の
縁
起
」
の
前
半
部
分
の
内
容
か
ら
鑑
み
る
に
、
つ
ま
り
は
ど
の
よ

う
に
し
て
実
際
に
は
和
田
義
盛
の
子
息
で
あ
る
朝
比
奈
義
秀
を
物
語
の
内

部
で
畠
山
重
忠
の
子
息

へ
と
改
変
し
得
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
、
「髪
に
ひ
と
つ
の
物
語
有
、
」
で
始
ま
る
地
の
文
と
「其
時
、

母

の
と

も

へ
、

あ

さ

い
な

を

一
ま
所

に
近
付

、

ひ
そ

か

に
語

け

る

ハ
、
」

で
始

ま

る
巴

の
発
話
部

分

か
ら

な
り
、

ま

た
そ

の
両

者
が

ほ

ぼ
同
内

容
を

繰

り

返
し
語

り

な
が

ら
微
妙

に
相

違
し

て

い
る
点

も
あ

る

の
で
や

や
理
解

し

に
く
く

は
あ

る
が
、

「
朝
比

奈
宮

の
縁
起

」

(以
下

「
縁
起

」

と
略

称
す

る
。
)

の
前
半

部

分

の
内

容

を
以
下

に
整

理

・
要
約

す

る
。

 

、
12

、

3

、

4

、

5

、

6

、
お
お
よ

そ

こ
の
様

に
な

る
わ

け
で
あ

る
が

、

本

な
ど

に
見

ら
れ

る
巴

の
伝
承

を
下

敷

き

に
し

て
朝
比

奈
義

秀

を
畠

山

重

忠

の
子

で
あ

る

と
し

て

い
る

こ
と

が
想
定

さ

れ
る

で
あ
ろ
う

。

木

曽
殿

の
身

内

に
葵
、

と
も

へ
と

い
う

二
人

の
女
武
者

が

い
た

。

当

時
、

と

も

へ
は

一
千

人
力

の
強

者

で
あ
る

と
と
も

に
、
十

八
歳

で

並
び
無

き
美

人

で
あ

っ
た
。

あ

わ

つ
が

原

で
討

死

す
る
前

に
、

木
曽
殿

は

「
国

に
下

り

つ

つ
、

ひ

そ

か

に
申

し

と
ど

け

よ
。
」

と
申

付

け

て
、

と
も

へ
を

戦
場

よ

り
落

ち
延

び

さ
せ
た
。

た
だ

一
騎

と
な

っ
た

と
も

へ
は
、

武
蔵

国

の
住

人
、

お

ん
た

の
八
郎

も

ろ
し
け

の
首

を
ね

じ
切

っ
て
討

ち
取

り
、
大

津

の
方

へ
退

こ
う

と

し

た
。

こ
れ
を
見

た
重
忠

は
、
と

も

へ
に
組

ん
で
生

け
捕

り
、

そ

の
後

と

も

へ
を
寵
愛

し

た
。

重
忠

は
都

よ

り
帰
国

の
際

三
浦

に
立

ち
寄
り

、

と
も

へ
を
三
浦

大
助

に
参

ら

せ
た
。

大
助

は

と
も

へ
を
寵
愛

し
や

が

て
あ
さ

い
な

の
三
郎

が
生

ま

れ
た
。

大
助

は
我

が

子
と
思

っ
て

い
た
が

、
実

は
重
忠

の
子

で
あ

っ
た
。

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

一
見

し

て

『平

家
物

語
』
諸
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三
、
「朝
比
奈
宮
の
縁
起
」
の
成
立
背
景

 

そ
れ

で
は

『
平
家
物

語
』

諸
本

の
中

で
、
ど

の
伝
本

の
巴

伝
承

が

一
番

「
縁
起
」

の
前
半

部

分

に
近

い
で
あ

ろ
う

か
、

以
下

に
諸
本

の
当
該

箇
所

と

の
比
較

検
討

を
試

み

て
み
た

い
。

な

お
対
象

と
す

る
伝
本

は
、

読

み
本

系

の

「
延

慶
本

」
、

「
長

門
本

」
、

「
源

平
盛

衰

記

」
、

「
四
部

合

戦
状

本
」
、

「
源
平

闘

諄
録

」
、

「
南
都

本

」
、
語

り
本

系

の

「
覚

一
本

」
、

「
旧
林

泉

文

庫

蔵
本

」
、

「百

二
十
句

本
」
、

「平

松
家

本

」
、

「鎌

倉
本

」
、

「
両
足

院
本

」
、

「
小
城
鍋

島
文
庫

本

」
、
「
八
坂
本

」

の
計
十

四
本

、

そ

の
他

参
考

ま

で

に

謡

曲

の

「
巴
」
、

「
現
在

巴

」

を
も

対
象

と
す

る
。

(な

お

以
下

、
諸

本

を

延

、
長
、

盛
、

四
、
闘

、
南

、
覚

、
林

、

百
、

平
、
鎌

、
両

、
小

、

八
、

巴

、
現

、

と
略
称

す

る
。
)

ま

た

比
較

の
対
象

と
す

る
要

素

は
、

1
巴

と

併

称
さ

れ
る
女
武

者

の
名
前

、

2
巴

の
年
齢

、

3
巴

が
木
曽

義
仲

と

の
離

別

の
際

に
与
え

ら
れ

た
役
割

、

4
巴

が
討

ち
取

っ
た
武

者

の
名
前

、

5
巴

と
畠
山
重

忠
と

の
対
戦

、

6
朝
比

奈

三
郎
義

秀

の
父

母

の
名

前
、

の
計

六

点

と
す

る

(な

お
番
号

は
、

前
章

で
の

「
縁

起

」

の
要

約

の
番
号

に
合

わ

せ

て
あ

る
)
。

 

ま
ず

ー

の
巴

と
併

称

さ

れ

る
女

武
者

で
あ

る
が
、

「
縁

起
」

と
同

様

に

「
葵
」

と
す

る
の
は
盛

の
み

で
あ

る
。

な

お

「縁

起

」

で
は
葵

に

つ

い
て

は
何
も
語

ら
な

い
が
、
盛

で
は
葵

は
砺
波

山

の
合

戦

で
戦

死

し
た
と

す
る
。

そ

の
他
、

覚
、
林

、

百
、

平

、
鎌

、

両
、

小

、

八

は

「
山

吹

(款

冬

)
」

と
し
、
そ

の
消
息

を
病

に
よ

っ
て
都

に
留

ま

っ
た
と

す

る
。
延
、

長
、

四
、

闘
、
南

、
巴
、

現

で
は
巴

と
併
称

さ

れ
る

女
武
者

は
登
場

し
な

い
。

 

2

の
巴

の
年

齢

で
あ

る

が
、

「
縁
起

」

と

同
様

に
十

八
歳

と
す

る

も

の

は
見
あ

た
ら
な

い
。

最
も
近

い
の

は
百
、

小
、

八

の

「
二
十

二

・
三
歳

」

で
、

そ

の
他

延

が

「
三
十

計

」
、

長

が

「
三

十

二
歳
」
、

盛

が

「
二

十

八

歳
」
、
四

が

「
三
十

一
歳

」
、

闘

が

コ
ニ
十
歳

」
、
南

、
覚
、

林

、
平

、
鎌

、

両
、

巴
、

現

で
は
巴

の
年
齢

に

つ
い
て
言
及

し
な

い
。

 

3
の
巴
が
木

曽
義

仲
と

の
離

別

の
際
に
与

え
ら
れ
た
役
割

に

つ
い
て
は
、

「縁

起

」

で
は

「
国

へ
下

り

つ

つ
ひ
そ

か

に
申

し
と

ど
け

よ
。
」

と
巴

は

木
曽

へ
の
情

報
伝

達

を
託

さ
れ

る
。

そ
れ

と
ほ

ぼ
同
様

な

の
が
盛

の

「
国

へ
下
、

此
有

様

を
人

々

に
語

れ
」
。

巴

で
は

「
守
、

小
袖

を

木
曽

に
届

け

よ
。
」

と
木

曽

へ
形
見

を

届

け

る

こ
と

を
依

頼

さ
れ
、

百
、

小
、

八
で

は

「義

仲

が
後

世

を

も
と

ぶ

ら

い
な

ん

や
。
」
、

「
義
仲

が

後
世

、

と

ぶ
ら

う

て
得

さ

せ

よ
。
」

と
義

仲

の
供
養

を
依

頼

さ

れ

る
。

ま

た
現

で
は

「
形

を

持

ち

て
故

郷

へ
帰

り
、

様

か

へ
跡
弔

ひ
も
う

す

べ
し
。
」

と
木
曽

へ
の
形

見

の
運
搬

と
供
養

と

を
依
頼

さ

れ
る
。

そ

の
他
、
覚

、
林

、
平

、
鎌

、
両

で
は
離
別

の
際

巴

は
た
だ
落

ち
延

び

る
だ

け

で
義
仲

よ

り
何

も
役
割

を
負

わ

さ
れ

て

い
な

い
。

ま
た
延

、
長

、

四
、
闘

、
南

で

は
巴
は

い
つ
の
ま

に

か
行

方
不

明

と
な

っ
た
と

さ
れ
義

仲

と

の
離

別
自
体

が
語

ら

れ
な

い
。

 

4

の
巴

が
討

ち

取

っ
た

武
者

の
名

で
あ

る
が
、

「
縁

起
」

で
は
義

仲

と

の
離

別

の
後

「
お
ん

た

の
八
郎
師

重
」
を
討

ち
取

っ
た

と
す

る
。
覚

、
林

、

百
、

平

、
鎌

、
両

、

小
、

現

で

は

「
御

(恩
)

田
八
郎

師
重

」
、

八
で

は

「恩

田

八
郎
為

重
」

を
義
仲

よ

り
離
別

を

告
げ

ら
れ

た
後

討

ち
取

っ
て
落

ち
延
び

た
と
す

る
。

ま
た
盛

は
義

仲

と

の
離

別
以

前

に

「
内

田
三
郎

左
衛

門

」
を
、
闘

で
は
行
方

不
明

に
な
る
前

に

「
恩

田
八
郎
宗

春
」
を
討

ち
取

っ

た
と
す

る
。

そ

の
他

、
延

、
長

、

四
、
南

、
巴

で
は
巴

は
名

の
あ

る
武
者

を

討
ち
取

る

こ
と

は
な

い
。

 

5

の
巴

と
畠

山

重
忠

と

の
対

戦

で
あ

る
が
、

「
縁
起

」

で
は

巴

は
戦

場

を
離
脱

し

た
後

重

忠

と
対

戦

し
生

け
捕

ら

れ

て

い
る
。

『平

家
物

語

』
諸
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本

の
中

で
巴

と
重
忠

と

の
対
戦

を
語

る

の
は
盛

の

み

で
あ

る
。
盛

で

は
巴

は
義

仲

と

の
離

別

の
後

で
は
な

く
河

原
合

戦

の
際

に
重
忠

と
対
戦

す

る
。

な

お
注

目
す

べ
き
点

は
重

忠

は
巴

を

「木

曽

ノ
妾

ト
イ

ヘ

ハ
懐

キ

ソ
重
忠

今

日

ノ
得
分

二
巴

二
組

ン
テ
虜

ニ
セ

ン
」

と
生

け
捕

り

に
し
よ

う
と

し
て

「
弓
手

ノ
鎧

ノ
袖

二
取
付

」

く
が
、

巴

は

「冑

ノ
袖

フ

ッ
ツ
ト
引

切
」

っ

て
何

と

か
逃
げ

延
び

て

い
る
点

で
、

重
忠

が
巴

を
生

け
捕

る

「縁

起
」

に

通
底

す

る
と

い
え

る

で
あ

ろ
う

。

 

6

の
朝

比
奈

一一一
郎
義

秀

の

父

母

に
関

し

て
は
、

「
縁
起

」

で
は
重

忠

に

東

国

へ
伴

わ

れ
三
浦

大
介

義
明

に
参

ら

せ
ら

れ
た
巴

が

三
浦
大
介
義

明

と

の
間

に
義

秀
を

儲

け
た

(但

し
実

の
父

は
畠
山

重
忠

)

と
す

る
。

こ
れ
と

近

い
の
が
盛
、

闘

で
、
戦

場
を

離
脱

し

た
巴

の
後

日
談

と
し

て
東

国

に
下

り

三
浦
大

介

の
孫

の
和

田
義
盛

と

の
間

に
義
秀

を
儲

け

た
と
す

る
。

そ
の

他

、
延

、
長
、

四
、
南

、

覚
、

林
、

百
、

平
、

鎌
、

両
、

小
、

八
、
巴

、

現

に

は
巴
が
東

国

へ
下

り
義
秀

を
生

ん

だ

と
す
る
記

述

は
な

い
。

 

さ

て

以

上

の

こ
と

を

ま

と

め

た

の

が

次

ペ
ー

ジ

の
表

「
「
縁

起

」

と

『
平
家

物
語
』

諸
本

と

の
比
較

」

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
し

て
み
る

と
ー

か
ら

6

の
要
素

の
う
ち

ー
、

3
、

5
、

6

に
お

い
て
盛

と

「
縁
起

」

と
が

類
似

し

て

お
り
、
両
者

が

通
底

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
で
あ

ろ
う
。

ま

た

2

の
巴

の
年

齢

に

つ

い
て
も
盛

と

「縁

起

」
と

は
下

一
桁
が

「
八
」

で

共

通

し
て

お
り
、
両

者

の
間

に
何

ら

か
の
関
係

が

あ

る
こ
と
を

そ

こ
に
見

る
こ

と
も
強

ち

に
無

理

で
は
な

い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

も
ち

ろ
ん

4
の
巴

が

討

ち
取

っ
た
武
者

の
名

の
み
な

ら
ず

、
話

の
展
開

が

「
縁
起

」

で
は
3

か
ら

6

へ
と
番

号
順

に
展

開

し

て

い
く

の

に
対

し
盛

で
は

5
、

4
、

3
、

6
と
展

開
し

(な

お

ー
と

2
は
巴

の
紹

介

で
あ

る

の
で
比
較

の
対
象

か
ら

除

外

す
る
。
)
、
決
定

的

に
異

な

っ
て

い
る

の

で

「
縁
起

」
が
直

接

に
盛

の

影
響

を
受

け

て
成
立

し

た

(
つ
ま

り

「
縁
起

」

の
作

者

が
盛

を
直
接

見

て

「
縁
起

」

を
構

想

し
た
)

と

い
う

こ
と

は
な

い
で
あ
ろ

う
が
、

大

き
く

見

て

「
縁
起

」

は
盛

が
伝

え

る
よ
う

な
も

の

に
近

い
巴

に
関
す

る
伝

承
を

背

景

に
成

り
立

っ
て

い
る
と
言

う

こ
と
が

い
え

る
で
あ

ろ
う
。

 

和

田
義

盛

と
畠

山
重
忠

と
は
、
頼

朝
政

権

の
代
表
的

な
御

家
人

と

し
て

広

く
中
世

文
芸

の
中

で
並
び

称

さ
れ
る
存

在

で
あ

っ
た

こ
と

は
言

う
ま

で

も

な

い
こ
と

で
あ

ろ
う

。
ま

た

そ

の
子
息

で
あ

る
朝
比

奈
義

秀

と
畠
山

重

保

に

つ
い
て
も
強

力
無

双

に
し

て
、

一
族

滅
亡

に
際

し
て
そ

れ

ぞ
れ
門

破

り

、
人
礫

等

の
超

人
的

で
華

々
し

い
活
躍

を
し

た
と

い
う
伝

承

を
持

つ
な

ど
似

た
類

型

を
持

っ
た

若
武
者

で
あ
り
、

和

田
氏

と
畠

山
氏

と

は
父
子

二

代

に
わ

た

っ
て
対

照

さ
れ

る
と

い
う
イ

メ
ー
ジ

が
あ

る
。
と

こ

ろ
が
問

題

な

の

は
、

畠

山
氏

の
場
合

は
重
忠

・
重
保

二
代

に
わ

た

っ
て
強
力

が
継

承

さ

れ

て

い
る
の

に
対

し
て
、

和

田
父
子

の
場
合

は
子

の
義

秀

は
強

力

で
有

名

な

の

に
対

し
父

の
義
盛

は

『平
家

物
語

』
諸
本

の

「
遠
矢

」

の
章
段

等

に
描

か
れ

て

い
る
よ
う

に
強

力

そ

の
も

の
と

い
う
よ

り
は
弓

矢

の
技
量

に

よ

っ
て
有

名

で
あ

る
上

に
、

号

も
和

田
か
ら
朝

比
奈

へ
と
変

わ

る
な

ど
父

子

の
間

に
イ
メ

ー
ジ

の
断
絶

が

あ
る

の
で
あ

る
。

こ
う
し

た
イ

メ

ー
ジ

の

断

絶
が

そ
も

そ
も

朝
比

奈
義

秀

の
強
力

の
由
来

を
語

る
必
然

性

を
生

じ
さ

せ
、
朝

比
奈
義

秀

の
母

を
巴

と

す
る
伝

承
を
生

む

一
因

と
も

な

っ
て

い
る

の

で
あ

ろ
う

が
、

「
縁

起

」

で

は
そ
う

し

た
父

子
問

の
イ

メ

ー
ジ

の
断

絶

に
着

目

し

て
、
朝

比
奈
義

秀

の
強

力
を

母
方

か
ら
だ

け

で
は
な

く
、
盛

が

伝

え

る
よ
う

な

も

の
に
近

い
巴

に
関
す

る
伝
承

を
背
景

に
し

て
、

父
方

か

ら
も
説

明
を

付

け
る
形

で
、

巴

を
実
際

に
重
忠

に
生

け
捕
ら

せ

て
朝
比

奈

義

秀

を
重
忠

の
子

と
し

て
組

み
込

ん
だ

の
で
あ
ろ
う

。
な

お
そ

の
際

、
畠

山
重
忠

が

巴
を
参

ら

せ

る
相
手

と

し
て
は
重

忠
と
並

び
称

さ

れ
る
和

田
義

一34一



「
縁
起

」
と

『平
家
物
語
』
諸
本
と
の
比
較

起縁延長盛四闘南覚林百平鎌小両八巴現

1

葵葵山
吹

款
冬

款
冬

款
冬

款
冬

款
冬

款
冬

款
冬

2

十
八

三
十
計

三
十

二

二
十
八

三
十

一

三
十

二

十

二

・
三

二

十

二

・
三

二
十

二

・
三

3

国

へ
下

り

つ

つ

ひ

そ

か

に
申

し

と

ど

け
よ

。

(行
方
不
明
)

(行
方
不
明
)

国

へ
下
、
此
有

様
を
人

々

へ
語

れ
。(行

方
不
明
)

(行
方
不
明
)

(行
方
不
明
)

義
仲
が
後
世
を

も
と
ぶ
ら
ひ
な

ん
や
。

義
仲
が
後
世

を

も

と
ぶ
ら
ひ
な

ん
や
。

義

仲

が
後

世
、

と

ぶ
ら

う

て
得

さ

せ
よ
。

守
、
小
袖
を
木

曽

へ
届
け
よ
。

形
を
持
ち
て
故
郷

へ
帰
り
様
か
へ
跡

弔
ひ
申
す
べ
し
。

4

お
ん
た
の

 
八
郎
師
重

内
田
三
郎

 
 
左
衛
門

恩
田
七
郎
宗
春

御
田
八
郎
師
重

お
ん
田

 
八
郎
師
重

恩
田
八
郎
師
重

御
田
八
郎
師
重

御
田
八
郎
師
重

御
田
八
郎
師
重

恩
田
八
郎
師
重

恩
田
八
郎
師
重

恩
田
八
郎
師
重

5

義
仲
と
の

 
離
別
の
後

、

河
原
合
戦

6

と
も

へ

 
三
浦
大
助

(畠
山
重
忠
)

巴和
田
義
盛

巴和
田
義
盛



盛
よ
り
も
二
人
に
と
っ
て
祖
父
に
当
た
る
三
浦
大
介
義
明
の
方
が
相
応
し

い
の
で
そ
の
よ
う
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
本
来
和
田
氏

滅
亡
に
関
わ
る
朝
比
奈
義
秀
の
高
麗
渡
航
伝
承
は
畠
山
氏
滅
亡
を
物
語
る

御
伽
草
子

『は
た
け
山
』
の
中
に
取
り
込
ま
れ

「朝
比
奈
宮
の
縁
起
」
と

し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
終
わ
り
に

 

さ

て
以
上
、

「
朝

比

奈
宮

の
縁
起

」

が

『
源
平

盛

衰
記

』

に
見

ら

れ

る

よ
う

な
も

の

に
近

い
巴

に
関

す

る
伝
承

を
基

に
し

て
、
畠

山
氏
滅

亡

の
物

語

『
は

た
け
山

』

に
取
り

込
ま

れ

て
成

立

し
た

で
あ

ろ
う

こ
と
を
考

察

し

て
き
た
。

 

な

お
、
御

伽
草

子

『
は

た
け
山

』

の
成

立
年

代

に
関

し
て

は
、
従
来

室

町
時

代
末
期

と

さ
れ

て
き

た
。

そ

の
作

品
内

に
含

ま
れ

る
畠
山

重
保

に
よ

る
人

礫
伝

承
や
竜

宮

へ
の
逃

避
行

と

い

っ
た
由

比

ヶ
浜

で

の
戦

い
に
ま

つ

わ

る
伝
承

が
中
世

期

に
広

く
流
布

し

た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

は
、
既

に
徳

田
和

夫
氏

が
論
証

さ

れ

て
お
り
、

ま

た
近
世

期

に
は
ど

ち
ら

か
と

い
え
ば

廃

れ
て

い
く
傾
向

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が
前

提

と
し

て
あ

る
以
上

、
私

も

そ

の
説

に
対

し

て
特

に
異

論

が
あ

る
わ

け

で
は
な

い
。

但

し
、
私

が
確

認

し
う

る
限
り
朝

比

奈
義
秀

の
高

麗
渡

航
伝

承
を

記
し

た
最
古

の
文

献

は

林

羅

山

の

『本

朝

神

社

考
』

(
寛

永

十

五

(
一
六

三

八
)

年

～

正

保

二

(
一
六

四
五
)
年

頃

に
成
立

力

)

で
あ

り
、

ま

た

『源
平

盛
衰

記
」

の
最

初

の
刊
行

は
慶

長
年

間

で
あ
り

そ

の
伝

承

世
界

が
広
く

巷
間

に
流

布

し
た

の
は
そ

れ
以
後

の

こ
と

で
あ
ろ

う
。

も
ち

ろ
ん
朝

比
奈
義

秀

の
高

麗
渡
航

伝

承

の
生

成

・
流
布

が

『
本
朝

神
社
考

』

を
遡

れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
も

な

い
で
あ
ろ
う

し
、

慶
長

古
活

字
版

の
刊

行
以
前

に

『
源
平

盛
衰

記
』

に

含

ま

れ
る
よ

う
な
伝

承
が

全

く
流
布

し

て

い
な

っ
か
た

と

い
う

こ
と

で
も

な

い

で
あ

ろ

う
が

、

た
だ

両

者

を

一
つ
の
目
安

と
し
、

ま

た
現

存

す

る

『
は

た
け
山

』

の
伝
本

が

い
ず

れ

も
江
戸
時

代
中

期
を

遡

れ
な

い
も

の

で

あ

ろ
う

点

を
も
考

え

合

わ

せ
る

な
ら

ば
、

『
は
た
け

山
』

に

「
朝

比
奈

宮

の
縁
起

」

が
挿

入
さ

れ
現
存

す

る
伝

本

の
よ
う

な
形
態

に
な

っ
た

の
は
、

或

い
は
近

世
初
期

以
降

の
こ
と

に
な

る
の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

注
(1
) 

『源
平
盛

衰
記
』
巻

三
十
五

「巴

関
東

へ
下
向

ノ
事
」、

『源
平

闘
謳
録
』
巻

 

 

八
之

上

「
木
曽
於
瀬

田
被
討
事
」
等

に
よ
れ
ば
、
元
暦
元

(
=

八

四
)
年

の

 

 

義
仲

敗
死
の
後
巴

は
関
東

へ
下
向

し
、
和

田
義
盛

と
の
間

に
朝

比
奈
義
秀
を
生

 

 

ん
だ
と
す
る
。
な

お

『吾
妻
鏡
』

に
よ
れ
ば
、
建
保
元

(
一
二

一
三
)
年

の
和

 

 

田
合

戦
当
時
義
秀

は
三
八
歳

で
あ
り
、
元
暦
元
年
に
は
既
に
生
ま
れ

て
い
た
こ

 

 

と

に
な
り
、
朝
比
奈
義
秀

の
母
を
巴
と
す
る
説
が
事
実
と
し
て
受
け
入

れ
が
た

 

 

い
も

の
で
あ
る
事

は
言
う
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
お
そ
う
し

た
年
齢

に
関

 

 

す
る
矛
盾
を
解
消

す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か

『本
朝
神
社
考
』

で
は
和

田
合
戦
当

 

 

時

の
朝
比
奈
義
秀

の
年
齢
を
二
十
八
と
す
る
ほ
か
、

『廣

益
俗

説
弁
』
に
は

「
…

 

 

あ

る
人
共

の
説

に
、
古

本
東
鑑

に
は
、
義
秀
が
年
齢
を

二
十
八

と
記

せ
り
と

い

 

 

へ
り
、
…
」
と

い
う
記
述
が
あ

る
。

(2
) 

「
門
破
り
」

に
関

し

て
は
、

『吾
妻
鏡

』
建
保
元
年

五
月
二
日
条

に
、
「
…
賊

 

 

徒

遂
園
幕
府

四
面
。

…
而
朝
夷
名
三
郎
義
秀
敗
惣
門
、
乱
入
南
庭
、

…
」
と
あ

 

 

る
他
、

『看
聞

日
記
』

永
享
十

年
六
月
十

口
条

の
絵
巻

に
関

す
る
記
事
、

同
応

 

 

永

三
十
年

七
月
十

五
日
条

の
風
流

に
関

す
る
記
事
等

に
見
ら
れ

る
。

「地
獄
破

 

 

り
」

に
関
し
て
は
、
狂
言

「朝
比
奈
」
、
近
世
初
期

の
絵
巻
物

『朝
比
奈
物
語
』

 

 

等
、

ま
た
、
「
草
摺
引
き
」

に
関

し
て
は
、
仮
名

本

『曾
我
物

語
』
、
幸
若
舞
曲

 

 

「和
田
酒
盛
」
等

に
見
ら

れ
る
。

(3
) 

増
補
国
史
大
系
所
収

の
も

の
に
よ
る
。

(4
) 

な
お
同
書

で
は
同
年
五
月
六

日
条

の

「建
暦

三
年

五
月
二
日
三
日
合
戦
被
討

 

 

人

々
口
記
」

に

「朝
夷
名

三
郎

」
と
記

す
が
、

志
田
義

秀
氏

「朝
比
奈

の
伝
説
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及
び
文
学
」

(『日
本

の
伝
説

と
童
話
』

「
九
四

～
年
十

「
月
 
大
東
出

版
社
)

 
 
は
、

合
戦
中
最
も
奮
戦

し
た
武
将

で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
安
房

へ
の
逃

亡
が

 
 
伝

え
ら
れ
る
の
み

で
討
死

の
模
様

が
語

ら
れ
て

い
な

い
点
、

ま
た
後

に
承
久

の

 
 
乱

に
官
軍

に
属
し
た
和

田
朝
盛

(和

田
義

盛
の
嫡
孫
)

の
名

も
同
条

に
見
え
る

 
 
点

な
ど
か
ら
朝
比
奈
義
秀
を
死
籍

に
入
れ
た
の
は
誤
謬
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

(5
) 

朝
比
奈
義
秀
が
木
曽

へ
至

っ
た
と
す
る
伝
承
は

『雲
 
雑
誌
』
等

、
熊
野

へ

 
 
至

っ
た
と
す
る

の
は
熊

野
太
地

の

『和
田
系
図
』
等
、
讃
岐

へ
至

っ
た
と
す
る

 
 
の
は

『全
讃
志
』
等

に
見
ら
れ
る
。

(6
) 
朝
比
奈
義
秀

の
高
麗
渡
航
伝
承
は

『本
朝
神
社
考

』
の
他
、

『続
本
朝

通
鑑
』、

 
 

『大

日
本
史
』、

『和
漢
三
才
図
絵
』
、

『鎌
倉
繁
栄
廣
記
』
、
『鋸
屑
諌

』
等
多
く

 
 
の
文
献

に
記
さ
れ
て

い
る
。

(7
) 

日
本
庶

民
生
活
資
料
集
成

(一一二

書
房
)
所
収

の
も
の
に
よ
る
。

(8
) 

同
伝
承

に
関
し

て
は
、
志

田
義
秀

氏
前

掲
論
文

の
他
、
近
藤
喜
博

氏

「朝
夷

 
 
名

社
に

つ
い
て
」

(『海
外
神
社

の
史

的
研
究
』 

一
九

四
三
年
十

一
月
 
明
世

 
 
堂
書
店
、

一
九

九
六
年

九
月
 
大
空
社

よ
り
再
刊

)、
呼

子
丈
太
朗
氏

「朝

夷

 
 
名

伝
説

と
恵
比
須
浜
」

(『倭
冠
史
考
』 

一
九

七

一
年
二
月
 
新
人
物
往
来
社

)

 
 
等

の
先
行
論
究
が
あ

る
。

ま
た
私

も
そ
う
し
た
先
行
論
究

を
ふ
ま
え
て
軍
記

・

 
 
語
り
物
研
究
会
第

三

一
七
回
例
会

、
伝
承
文
学
研
究
会
第

二
八

一
回
東
京
例
会

 
 
に
て
発
表
さ
せ
て

い
た
だ

い
た
。
近

い
う

ち
に
論
考
化

す
る

つ
も
り

で
あ

る
。

(9
) 

『幸

若
舞
曲
研
究

(二
)』
資

料
編

所
収

の

「内

閣
文
庫
蔵

『は
た
け
山

』」

 
 
の
解
説
に
よ
る
。
な
お
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
も
基
本
的
に
は
上
記

の
も
の
で
あ
る
。

(10
) 

岩
波
日
本
古

典
文
学
大
事
典

(項
目
執
筆

・
徳

田
和
夫
氏
)

に
よ

る
。

(11
) 

以
下
に
両
伝
本

の
書
誌
を
簡
単

に
記
す
。

 
 
内
閣
文
庫
蔵
本
 
所
蔵
、
内
閣
文
庫

。
函
架
番
号

、
二
〇
四
-

一
二
五
。
形
態

、

 
 
袋
綴
 

一
冊
。
時

代
、

[江
戸
時
代
中

期
]
写
。

寸
法
、
縦

二
七

・
四
糎
 
横

 
 

一
九

・
八
糎
。
表
紙
、
後
補

灰
色

無
地
表
紙
。
外
題
、
表
紙

左
上
に

「は
た
け

 
 
山
」
と
墨
書
。
内

題
、

一
丁
表
左
上

に

「畠
山
六
郎
し
け
体
」
と
墨
書
。
料
紙
、

 
 
楮
紙
。
行

数
、
半
丁
十

一
行

(
一
行

二
十

五
字
内
外

)。
墨
付

丁
数

、
二
十
丁
。

 
 
奥
書
、
無
し
。
印
記
、

一
丁
表
に

「書
籍
館
口
」
「浅
草

文
庫

」
「和

学
講

談
書
」

 
 

「日
本
政
府
図
書
」
の
朱
印
。
そ
の
他
、
表
紙

に
内
閣
文
庫

の
蔵
書
表
三
枚
貼
付
。

 
 
神
宮
文
庫
蔵
本
 
所
蔵
、
神
宮
文
庫

。
函
架
番

号
、
第
六
門
ー

四

一
八
。
形

態
、

 
 
袋
綴
 

}
冊
。
時
代

、
[江

戸
時
代
中
期

]
写
。
寸

法
、
縦

二
六

・
O
糎
 
横

 
 
二
四

・
九

糎
。
表
紙

、
後
補
肌
色
表
紙
。
外

題
、
表
紙
左
上

に

「畠

山
六
郎

 
 
全
」
と
墨
書
。
内
題
、

一
丁
表
左

上
に

「畠

山
し
け
体
 
全
」

と
墨
書
。
遊
紙
、

 
 
前
後

に

一
枚
ず

つ
。
料
紙
、
楮
紙
。
行
数

、
半
丁
十
二
行
。
墨
付
丁
数

、
十

九

 
 
丁
。
奥
書

、
無

し
。
印
記
、

二
丁
表
右
端

に
二
種

の

「林
崎
文
庫
」

の
朱
印

 
 
十
九

丁
表

左
下
に

「天
明

四
年
申
辰

八
月
吉
旦
奉
納
 
皇
太
神
宮
林
崎

文
庫

以

 
 
期
不
朽

 
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝

」

の
朱
印
。
そ

の
他
、
表

紙

に
神
宮

 
 
文
庫

の
蔵
書
表

二
枚
貼

付
。

 
 
な

お
両
伝

本
の
本
文

の
先
後
関
係

は
未
詳

で
あ
る
が
、
料
紙
等
を
比
較

す
る
に

 
 
や
や
内
閣
文
庫
蔵
本

の
方

が
古

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

(12
) 

使

用
し
た
テ
キ

ス
ト

は
以
下

の
通

り
で
あ
る
。
延

11

『延
慶
本
平
家
物
語
本

 
 
文
篇
』

(勉
誠

社
)、

長

11

『長
門

本
平
家
物

語

の
総
合
研
究

校
注

篇
』

(勉
誠

 
 
社
)
、
盛

11
国
民
文
庫

、
四

11

『四
部
合
戦
状
平
家
物
語

(影
印
版

)』

(大
安

)、

 
 
闘

11

『
源
平
闘
謹
録
と
研
究
』

(未
刊
国
文
資
料
刊
行
会

)、
南

11
古

典
研
究
会

 
 
叢

書

(影

印
版
、

汲
古

書
院

)、

覚

11
岩
波

新

日
本

古
典
文

学

大

系
、
林

11

 
 

『平
家

物
語
全
注
釈
』

(角

川
書
店
)
、
百

11
新
潮
日
本
古
典
集
成
、

平

11

『平

 
 
松
家
本
平
家
物
語

の
研
究
』

(汲
古
書
院

)、
鎌

11
古
典

研
究
会

叢
書

(影
印
版
、

 
 
汲
古
書

院
)、

両
h

『両
足
院
本
平
家
物
語

(影
印

版
)』

(臨

川
書
店
)
、
小

11

 
 

『小
城
鍋
島
文
庫
本
平
家
物
語

(影
印
版
)』

(汲
古
書
院
)
、
八

11
国

民
文
庫

、

 
 
巴

・
現

11

(共

に
)
『謡

曲
二
百
五
十
番
集
』
赤
尾
照
文
堂
。
な

お

「屋
代
本
」

 
 
は
当
該
箇

所
欠
巻
。

(
13
) 

盛

の
伝
本

の
う

ち
蓬

左
文
庫
蔵

本
、
慶
長
古
活
字
版
、
延
宝

八
年

絵
入
整
版

 
 
本

、
元
禄
十
四
年
絵
入
整
版
本

の
当
該
箇
所

の
本
文
を
比
較
検
討

し
て
み
た
が
、

 
 
4
の
巴
が
討
ち
取

っ
た
武
者

の
名

を
含
め
大
き
な
相
違
は

み
ら

れ
な
か

っ
た
。

 
 
な
お
、
巴
が
討

ち
取

っ
た
武
者

の
名

に
関
し

て
は
、

『平
家
物

語
』
諸
本

中
、

 
 

「恩

(御
)
田
八
郎
師
重
」

と
す
る
も

の
が
圧
倒
的

に
多
く
、
盛

的
な
巴
伝
承

 
 
が
巷
間

に
流

布
し
そ

れ
を
も

と
に

「
縁
起
」
が
作
成

さ
れ

て
い
く
中

で
、
「
内

 
 
田
三
郎
左
衛
門
」

か
ら
入
れ
賛
り
易

か

っ
た

で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
想
像

に
難
く

 
 
な

い
。

(
14
) 
畠

山
重
保

の
人
礫
伝

承
は
、

『は

た
け
山
』

の
他
、
御
伽

草
子

『頼
朝

之
最

 
 
期
』

や

『看
聞
日
記
』
応
永

二
六
年
七
月
十
五
口
条
並
び

に
同

二
九
年
七
月
十
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五

日
条

の
風
流

の
記
事
等

に
見
ら

れ
る
。

(15
) 
例

え
ば
仮
名
本

『
曾
我
物
語
』
巻
十

の

「富

士
野

の
狩
場

へ
の
事

」
に
は
、

 
 
勢
揃

い
し
た
御
家

人
を
紹
介
す
る

の
に

「
…
…
ま

つ
武
蔵
国

に
は
、
畠

山
庄
司

 
 
次
郎
重
忠
、

三
浦
和

田
左
衛
門
義
盛
、

…
…
若

侍

に
は
、
畠
山

二
郎

重
保
、
梶

 
 
原
源
太

左
衛
門
景
季
、

朝
比
奈

三
郎

義
秀
…

…
」

(岩

波
日
本
古
典

文
学
大
系

 
 
に
よ

る
)
と
あ

り
和

田
義

盛
と
畠
山
重
忠

と
が
、

あ
る

い
は
朝
比
奈
義
秀

と
畠

 
 
山
重
保

と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
武
将
、
若
侍

と
し
て
知
覚

さ
れ
て

い
た
こ

 
 
と
が
知
れ
る
。

(16
) 
和

田
義
盛

は
三
浦

大
介
義
明

の
嫡
孫

で
あ

り
、
畠

山
重
忠

の
母

は
三
浦
大
介

 
 
義
明

の
娘

で
あ

っ
た
。
な
お
史
実
と
し

て
は
三
浦

大
介
義
明
は
、
治

承
四

(
一

 
 

一
八
四
)
年

に
相
模

国
の
衣
笠
城

で
戦
死

し
て
お
り
、
朝
比
奈
義
秀

の
父
と
す

 
 
る
に
は
無
理
が
あ

る
。
ま
た
そ
も
そ
も
畠
山
重
忠

と
朝
比
奈
義
秀

と
の
年

齢
差

 
 
は
僅

か

に
十

二
歳

で
あ
り

(『東
鑑
』

に
よ
れ
ば

元
久

二

(
一
二
〇
五
)
年

の

 
 
滅
亡
時
点

の
畠
山

重
忠

の
年
齢
は

四
二
歳

で
あ

っ
た
。)
、
両
者
を
親

子
と
す
る

 
 
設
定
も
現
実
的

に
は
無
理
が
あ

る
。

(17
) 

徳

田
和

夫
氏

「畠
山

氏

の
物
語

と
奈
良
絵

本

「
い
し
も

ち
」
」

(『国
語

国
文

 
 
論
集
』

一
〇
 

一
九

八

一
年

三
月
、
『
お
伽

草
子
研

究
』

一
九

八
八
年
十

二
月

 
 
 
三
弥
井
書
店

に
加
筆
再
録
)

に
よ
る
。

*
な
お

「
あ
さ
い
な
」
の
漢
字
表
記

に
関

し
て
は
、

「朝
比
奈

」
「朝
夷
名

」
等
が
あ

 
り
、

『東
鑑
』

の
表

記
等

か
ら
鑑

み
る
に

「朝

夷
名
」

と
す

る
方

が
よ

り
古

い
も

 
の
で
あ
る
よ
う
だ

が
、
当
論
考

で
は
、
便
宜
上
、
引

用
箇

所
を
除

い
て

「朝
比
奈
」

 
に
統

一
し
た
。
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〔追
記
〕

 
小
稿
は
、
軍
記

・
語
り
物
研
究
会
第
三

一
七
回
例
会

(平
成
十
年
十
二
月
十
三
日

 
於
法
政
大
学
)
並
び
に
伝
承
文
学
研
究
会
第
二
八

一
回
東
京
例
会

(平
成
十

一
年

一
月
三
〇
日
 
於
学
習
院
大
学
)
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(と
く
た
け
 
よ
し
あ
き
)


